別表
	調査事項
	調査内容

	所有者の確認
	立合者に物件所有者を確認する。

	建物概要
	（１）構造、階数、用途、外壁、屋根、建物調査範囲
（２）やむを得ず未調査部分がある場合は理由を記載する。

	建物の傾斜測定
	柱、敷居、壁、外溝等の傾斜の度合いを測定

	建物の水準測定
	工事の影響を受けない箇所に任意の点を選定・設置し、その点を基に対象となる建物等基礎の計測を行う。

	建物各部分の状況調査
	（１）外壁等
・外壁面の仕上げ及び亀裂、割れ等の状態を記録する。
・代表的な箇所で亀裂や隙間の幅、長さを計測する。

（２）室内壁面
・各室の内壁仕上げ及び亀裂、割れ等の状態を記録する。
・代表的な箇所で亀裂や隙間の幅、長さを計測する。

（３）室内天井面
・各室の天井面の仕上げ等の状態を記録する。

（４）室内建具
・各室の建具の開閉具合の状態
・代表的な隙間の幅を計測する。

（５）その他（床面、階段、ベランダ等）
・仕上げ及び亀裂、剥がれ等の状態

	一般工作物の状況調査
	（１）塀、門柱等
・工作物の仕上げ及び亀裂等の状態を記録する。
・代表的箇所で亀裂や隙間の幅、長さを計測する。

	その他
	・写真撮影は履行箇所が明確になるように、撮影年月日、所有者名又は使用者名等を記録した黒板を挿入すること。
・図形に撮影位置を記載すること。




